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水木しげる先生水木しげる先生
生誕１００周年に向け生誕１００周年に向け

準備着々準備着々
　水木しげる先生は、今年の３月で生誕
１００周年を迎えます。これをお祝いする
ため1月７日、記念ペナントを作成し、水
木しげるロードに取り付けました。
　毎年恒例の「水木しげる生誕祭」も１００
周年バージョンで開催します。詳しくは、本
紙２～３ページをご確認ください。

ⓒ水木プロ

記念タペストリーが
水木しげるロードに登場！



水木しげる生誕祭
©水木プロ

水木しげる生誕祭 ・３月６日（日）

セレモニー

▲

と　き　午前１０時２０分～４０分

▲

ところ　水木しげる記念館前

▲

内　容　・オープニング　・主催者あいさつ　・バースデーカード贈呈

　　　　　・バルーンリリース

～水木しげる先生のプロフィールと功績～
　漫画家にして、妖怪研究家。代表作に『ゲゲゲの鬼太郎』

『河童の三平』『悪魔くん』などがある。

　大正11年（1922年）3月 8日生　境港市入船町で育つ。

　太平洋戦争時、激戦地であるラバウルに出征し、爆撃を受け

左腕を失う。

　復員後紙芝居作家となり、その後漫画家となる。

平成15年（2003年）　旭日小綬章

平成19年（2007年）　『のんのんばあとオレ』で「アングレーム国際漫画祭」

　　　　　　　　　　　最優秀コミック賞を受賞

平成22年（2010年）　文化功労者、鳥取県名誉県民顕彰

平成24年（2012年）　『総員玉砕せよ！！』でウィル・アイズナー賞最優秀アジア

　　　　　　　　　　　作品賞を受賞

平成27年（2015年）11月 30日、93歳で逝去

水木しげる記念館
～３月８日は無料開放～

▼と　き　３月８日（火）

　　　　　午前9時３０分～午後5時

▼内　容　水木しげる先生の誕生日である

　　　　　３月８日は、記念館に無料で

　　　　　入館いただけます。
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　生誕１００周年　　
　平成２７年１１月３０日にご逝去された故水木し

げる先生のふるさとへの功績に感謝し、人間と妖怪

が一緒に生誕をお祝いする「水木しげる生誕祭」を

３月６日（日）に開催します。

　また、今年は節目の年である生誕１００周年であ

ることから、３月５日（土）に前夜祭を開催します。

水木しげる生誕祭前夜祭 ・３月５日（土）

▲

と　き　午後4時 30分～ 6時 30分

▲

ところ　水木しげるロード　および　水木しげる記念館前庭

▲

内　容　・妖怪仮装行列　　　※仮装していない人も参加できます

　　　　　・水木しげる記念館ステージイベント

▼問い合わせ先

　観光振興課　観光振興係　☎４７－１０６８

水木しげるロード振興会の催し ・３月１日（火）～１３日（日）

　

水木しげる生誕祭にあわせて、水木しげるロードで催しを実施します。

▲

内　容　・謎解きゲーム　・生誕１００周年目玉市　・先生へのメッセージボード

▼仮装の条件等

◇仮装は「水木しげる先生の作品に登場する妖怪とキャラクター」に限定します。

　（それ以外の仮装や水木先生本人の仮装はご遠慮ください）

◇「帽子だけ」や「ワンポイントの飾りだけ」等の仮装は対象外とします。

◇何の妖怪・キャラクターの仮装をしているかわかるもの（書籍やイラストなど）

　を当日持参してください。

▼無料着替え場所

　しおさい会館　集会室、休養室　午後３時３０分～８時まで

感染防止対策（マスク着用、手指消毒など）へのご協力をお願いします

【情報は随時市ホームページで公開します】

3　令和４年２月



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　

３
回
目
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

☎
47
‐
１
０
４
１

　非常に感染力が強い変異株（オミクロン株）の感染が、県西部地域でも広がっ
ています。
　３回目の接種券が届いた人は、早い時期にワクチンの接種を検討してください。

▼３回目の接種券は、２回目接種を済ませた人にお送りします。

　接種券は、２回目の接種をされた順番にお送りします。そのため２回目接種の
時期により３回目の接種券が届く時期は異なります。なお、国からのワクチン供
給状況等により、接種券の発送時期を変更する場合があります。

▼３回目の接種も、集団接種と個別接種を併用して実施します。

　集団接種の予約方法や、個別接種に必要な整理券の申込方法などの詳細につい
ては、新聞折込チラシ・市ホームページでお知らせします。（新聞折込チラシは、
保健相談センター、各地区公民館、市内医療機関でも配布しているほか、市ホー
ムページでも閲覧可能です。）

▼ワクチン接種に関する問い合わせ先

　境港市コールセンター　☎０１２０－０５－０８５９（通話無料）
　　　　　　　　　　　　　　平日　　　　　8:30～17:15
　　　　　　　　　　　　　　土曜日・祝日　8:30～12:00
　　　　　　　　　　　　　　日曜日　　　　8:30～16:00
　　　　　　　　　　　　　　※３回目接種の開始に伴い、２月から開設日時を変更します。

※医療機関の窓口での混乱を避けるため、個別接種を希望される場合は、市が発行す

　る整理券が必要です。整理券の発行枚数は、国からのワクチン供給状況に応じて調

　整します。
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納
税
相
談

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
人
へ
の
猶
予

制
度

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

収
入
が
前
年
も
し
く
は
前
々
年
同

月
と
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
い

て
、
か
つ
一
時
に
納
付
で
き
な
い
者

▼
申
請
対
象

　

令
和
２
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

　

令
和
３
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限

　

納
期
限
ま
で

※
詳
し
い
内
容
は
収
税
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
事
業
者
支
援

鳥
取
県
コ
ロ
ナ
禍
再
生
応
援
金

▼
対
象
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
安
心
対
策
認
証
店
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
（
業

種
不
問
）

※
認
証
申
請
中
の
場
合
も
申
請
可
能

　

（
支
給
は
認
証
後
に
な
り
ま
す
）

▼
要　

件

◇
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
令
和
２
年
11

　

月
か
ら
令
和
４
年
３
月
の
間
の
任

　

意
の
連
続
す
る
12
カ
月
間
の
売
上

　

高
が
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
同

　

期
間
と
比
較
し
て
20
％
以
上
減
少

　

し
て
い
る
こ
と

◇
雇
用
維
持
の
意
思
が
あ
る
こ
と

◇
感
染
対
策
の
徹
底
お
よ
び
コ
ロ
ナ

　

禍
か
ら
の
回
復
を
見
据
え
た
事
業

　

継
続
・
事
業
再
開
を
目
指
し
て
い

　

る
こ
と

▼
支
給
額

　

法
人
20
万
円　

個
人
10
万
円

※
認
証
店
を
複
数
有
す
る
場
合
は
、

　

２
店
舗
目
以
降
、
10
万
円
×
認
証

　

店
舗
数
を
加
算

▼
申
請
期
限　

５
月
27
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
コ
ロ
ナ
禍
再
生
応
援
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
１

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

新
時
代
対
応
型
事
業
展
開

　
　
　
　
　
　
　

支
援
補
助
金

　

コ
ロ
ナ
禍
で
変
容
し
た
生
活
様
式

や
市
場
に
対
応
し
た
新
規
需
要
獲
得

の
た
め
、
新
規
分
野
進
出
な
ど
事
業

転
換
等
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

県
内
中
小
企
業
者

▼
要　

件

◇
売
上
高
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
比
較

　

し
て
10
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ

　

と
◇
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
（
商

　

工
団
体
、
金
融
機
関
、
中
小
企
業

　

診
断
士
等
）
と
計
画
を
策
定
し
、

　

当
該
事
業
計
画
が
審
査
会
で
採
択

　

さ
れ
る
こ
と　
　
　
　
　
　

な
ど

▼
対
象
事
業

◇
新
規
事
業
分
野
へ
の
進
出

◇
販
路
獲
得
の
た
め
の
新
規
手
法
の

　

導
入

◇
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

▼
補
助
額

　

対
象
経
費
の
１
／
２

　

（
上
限
５
０
０
万
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
商
工
労
働
部
企
業
支
援
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
２
４
３

※
申
請
様
式
な
ど

　

詳
し
く
は
鳥
取
県

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

住民基本台帳閲覧者一覧（令和２年１１月～令和３年１０月）
　住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧並びに住民票の写し等

及び除票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

▼問い合わせ先 市民課　市民係　☎４７－１０３３

閲覧の目的
閲覧者

閲覧日 閲覧に係る住民の範囲
名称

代表者または
管理者

電波利用環境に関する
意識調査

総務省 令和2年 11月 20日 18歳以上の者から25件

鳥取県の政策に関する
県民意識調査

鳥取県 令和3年 6月 1日
昭和20年 10月２日以降、平成14年
10月１日までに生まれた者から177件

受信契約状況実態調査 日本放送協会
営業局長
吉田　健

令和3年 6月 21日 18歳以上の者から20件

通信利用動向調査 総務省 令和3年 7月 21日 20歳以上の者から172件

国民健康・栄養調査
（調査は中止となりました）

鳥取県 令和3年 9月 7日
森岡町の令和2年 11月 1日以前生まれ
の者から121件

くらしと生活設計に
関する調査

一般財団法人
ゆうちょ財団

理事長
髙橋　亨

令和3年 10月 6日 渡町の20歳以上の者から20件

家族の法制に関する
世論調査

内閣府 令和3年 10月 28日 18歳以上の者から16件

5　令和４年２月



確定申告のお知らせ

確定申告が始まります
▼と　き

　　２月１６日（水）～３月１５日（火）　※土・日・祝日を除く

　　◇受　　付　午前８時３０分～午後４時（混雑状況によっては予定より早く受付終了する場合があります）

　　◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時

　　※還付申告および市・県民税の申告は、2月１日（火）から行っています。

▼ところ

　　保健相談センター２階　研修室

　　※駐車場の位置が変わっています。ご注意ください。

　　※上記期間中は、税務課窓口では作成済の申告書の

　　　提出のみ受け付けます。

　　※受け付け順に申告相談を行います。混み合う際は

　　　長時間お待ちいただく場合があります。

▼注意点　新型コロナウイルス感染症対策

　　◇入室時の手指の消毒、マスク着用、検温にご協力ください。

　　◇３密を避けるため、必要最小限の人数でのご来庁にご協力ください。

▼問い合わせ先

　　◇市・県民税　税務課 市民税係　☎４７－１０１７　◇所得税　米子税務署　☎３２－４１２１

　

所
得
税
の
確
定
申
告

　

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
年

末
調
整
で
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
り
、

　

各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
配
偶
者
控

　

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所

　

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
却
し
た

　

人
③
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
人

◇
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

◇
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い

　

を
受
け
て
い
る
人

◇
給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

　

万
円
を
超
え
る
人

※
20
万
円
を
超
え
な
い
場
合
で
も
、
市
・

　

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

【
所
得
税
に
お
け
る
年
金
所
得
者
の

　
　
　

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
の
場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不

要
で
す
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の
還

　

付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
は
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
人
】

　

令
和
３
年
中
に
次
の
よ
う
な
事
由
が
あ

る
人
は
、
申
告
す
れ
ば
所
得
税
の
還
付
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
、
害
虫

　

な
ど
で
被
害
を
受
け
た
と
き
（
雑
損
控

　

除
）

※
シ
ロ
ア
リ
駆
除
以
外
は
、
米
子
会
場
で

　

の
申
告
と
な
り
ま
す
。

②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

　

た
と
き
や
、
健
康
の
保
持
増
進
等
の
取

　

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
特
定
一
般
用

　

医
薬
品
等
の
購
入
費
が
あ
る
と
き
（
医

　

療
費
控
除
）

③
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
へ
の
寄
附

　

を
し
た
と
き
（
寄
附
金
控
除
）

④
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
を
借
入

　

れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改

　

築
を
し
た
と
き
（
住
宅
借
入
金
等
特
別

　

控
除
）

⑤
勤
め
を
年
の
途
中
で
辞
め
て
、
再
就
職

　

し
て
い
な
い
と
き

市報さかいみなと　6



確定申告のお知らせ

　

市
・
県
民
税
の
申
告

　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
境
港
市
へ
の
申
告
が

必
要
で
す
。

　

前
年
中
に
収
入
が
無
い
人
や
、
非
課
税

所
得
（
遺
族
・
障
害
年
金
等
）
の
み
の
人

で
も
、各
種
保
険
料
（
税
）
の
算
定
や
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

②
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ

　

て
い
る
人

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

【
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

税
額
が
低
く
な
る
人
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人

で
も
、「
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
控
除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
を
す
れ
ば
、
令
和
４
年
度
の
市
・
県
民

税
額
が
低
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
市
・
県
民
税
額
が
低
く
な
る
こ
と
で
、

　

各
種
保
険
料
（
税
）
や
サ
ー
ビ
ス
の
負

　

担
金
な
ど
も
連
動
し
て
変
化
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

【
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等

　

お
よ
び
譲
渡
所
得
等
の
申
告
に

　

お
け
る
課
税
方
式
の
選
択
に
つ
い
て
】

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
別
に
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
所
得
税

と
は
異
な
る
課
税
方
式
（
総
合
課
税
、
申

告
分
離
課
税
、
申
告
不
要
制
度
）
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

米
子
会
場
で
の
申
告

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人
は
、
境
港

市
の
申
告
会
場
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

米
子
税
務
署
が
開
設
す
る
米
子
会
場
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。（
米
子
会
場
は
所
得

税
だ
け
で
な
く
、
贈
与
税
や
消
費
税
等
を

含
め
、
市
・
県
民
税
の
申
告
以
外
の
全
て

の
申
告
に
対
応
し
て
い
ま
す
。）

①
青
色
申
告
の
人

②
土
地
、
建
物
、
株
式
等
の
売
却
な
ど
で

　

分
離
課
税
の
対
象
と
な
る
人

③
家
屋
の
新
築
や
購
入
ま
た
は
増
改
築
を

　

さ
れ
て
次
の
控
除
を
受
け
る
人

◇
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
、
省
エ
ネ
改

　

修
工
事
、
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に

　

係
る
特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除

◇
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除

◇
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除

◇
認
定
住
宅
新
築
等
特
別
税
額
控
除

④
雑
損
控
除
（
シ
ロ
ア
リ
駆
除
を
除
く
）

▼
米
子
会
場

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
日
時

　

２
月
16
日
（
水
）
〜
３
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
関
連
情
報
や
申
告
書
様
式
な

ど
の
情
報
が
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用

す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
て
自
宅
で
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
書
が
作

成
で
き
、
作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
て

郵
送
（
米
子
税
務
署
の
み
）
や
持
参
（
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
米
子
税
務
署
）
で
提

出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る
と
、
作
成
し
た

申
告
書
を
自
宅
等
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

s://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

　

市
・
県
民
税
に
つ
い
て
も
、
申
告
書
様

式
や
記
載
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し

て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
作
成
さ
れ
る
人
は

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

「
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
」

h
ttp

s://w
w
w
.c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.

lg
.jp
/in
d
e
x
.p
h
p
?
v
ie
w
=
1
0
9
0
3
4

　

申
告
に
必
要
な
も
の

　

詳
し
く
は
市
報
１
月
号
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
の
無
料
相
談

　

２
月
23
日
の
「
税
理
士
記
念
日
」
に

ち
な
み
、
税
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　

（
２
階
第
３
会
議
室
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
税
理
士
会　

米
子
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
４
７
９
５

7　令和４年２月



確定申告のお知らせ

前年中に、本人や家族が病気やけがなどで治療を受けた際に支払った医

療費は、下図の計算方法で、医療費控除として所得から差し引かれます。

▲

対象となる主なもの

◇医師や歯科医師による診療・治療の費用　　◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費　　　　◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、はり、きゅう、柔道整復による施術費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されている医療費控除相当分

▲

対象とならない主なもの

◇インフルエンザ等の予防接種の費用　◇美容整形の費用　◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▼必要な書類

◇医療費控除の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードできます）

　　医療機関等が発行した領収書をもとに、医療を受けた人・医療機関ごとに、支払った医療費および補てん金の

　合計金額をあらかじめ計算し、所定の様式へ記載しておいてください。

　　医療費通知書を利用して医療費控除を受ける人は、医療保険者等が発行した医療費通知書の添付が必要です。

◇おむつ使用証明書（寝たきり等による介護用おむつの購入費を申告する場合に必要です）

　　おむつ代の医療費控除を初めて受ける人は、医師が発行する証明書が必要ですが、２年目以降の人は、長寿社

　会課が交付するおむつ使用の確認書等を「おむつ使用証明書」に代えることができます。

※平成30年度より医療費控除の特例として、セルフメディケーション税制があります。

　詳しくは申告の際にお尋ねください。

医療費控除医療費控除

≪医療費控除の計算方法≫

令和３年中に
支払った医療費

保 険 金 な ど で
補てんされる金額

１０万円または
所 得 額 の 5 ％
（どちらか少ない額）

医療費控除額
（最高２００万円）

－ － ＝

【医療費控除の領収書についての注意事項】
医療費控除を受ける際には、「医療費控除の明細書」を作成・添付することにより、領収書の添付が不要

となります。ただし、税務署から提示や提出を求められる場合がありますので、領収書は申告者自身が５年間保

管する義務があります。

【確定申告書や市・県民税の申告書へのマイナンバー記載等について】
①マイナンバー（12ケタ）の記載

　申告書には、申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および

事業専従者などのマイナンバーの記載が必要となります。

②本人確認書類の提示または写しの添付

　申告書を提出する際には、マイナンバーを確認できる通知カード等以外に、申告者本人の本人確

認書類の提示または写しの添付が必要です。

※控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および事業専従者などの本人確認書類は不要です。

市報さかいみなと　8



確定申告のお知らせ

▲

要　件
◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居して

　いること

◇床面積が５０㎡以上の家屋であること

◇家屋の床面積の２分の１以上を自分が住むために使

　用していること

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金

　（家屋とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含

　む）があること

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年またはその前後２年以内の間に「居住用

　財産の譲渡所得の課税の特例」などの特例を受けて

　いないこと

▲

必要な書類
◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登

　記事項証明書（登記簿謄本）

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床

　面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）

　の写し

◇補助金等がある場合、補助金等の額または住宅取得

　資金の贈与を受けた額がわかるものの写し

◇認定住宅の場合（①、②両方が必要です）

　①長期優良住宅建築等計画認定通知書の写し、

　　または低炭素建築物新築等計画認定通知書の写し

　②住宅用家屋証明書の写し、または建築士等の認定

　　住宅建築証明書の原本

住宅借入金等特別控除住宅借入金等特別控除

◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は、境港市の申告

会場では受け付けていませんので、米子税

務署でご相談ください。

◇中古住宅の購入、増改築

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事、

　多世帯同居改修工事等に係る特定増改築

　等住宅借入金等特別控除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の
住宅借入金等特別税額控除

　平成２１年１月１日から令和３年１２月

３１日までの間に居住し、所得税の住宅借

入金等特別控除を受けた人で、所得税から

控除しきれなかった金額がある場合は、次

のいずれかのうち少額のものが翌年度の市

・県民税に住宅借入金等特別控除として適

用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額の

　うち所得税から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％

　（居住開始日が平成２６年３月末までの

　場合：最高９７，５００円）、または７％

　（居住開始日が平成２６年４月以降の場

　合：最高１３６，５００円）

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入した場合、次の要件をすべて満たすと、住宅借入金等特別控

除を受けることができます。

9　令和４年２月
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、さまざまな困難に直面した人が速やかに生活・暮らしの支援を

受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して1世帯当たり１０万円を支給します。

　手続き方法や今後のスケジュールなど、詳細は決まり次第、市ホームページおよび市報でお知らせします。

▼支給対象

（１）住民税非課税世帯

　　基準日（令和３年１２月１０日）において世帯全員の令和３年度分の住民税均等割が非課税である世帯

（２）家計急変世帯

　　上記（１）のほか新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、（１）の世帯と同様の事情にあると認

　められる世帯

※（１）（２）いずれも住民税が課税されている者の扶養親族等のみからなる世帯は除きます。

▼給付額　１世帯あたり１０万円

▼受給方法

（１）住民税非課税世帯

　　対象世帯に市から案内チラシと確認書を送付します。

　　確認書を市へ返送していただき、市で受付内容確認後、指定の口座に振り込みます。

　※確認書は３月上旬に市から郵送する予定です。

（２）家計急変世帯

　　申請書等を市に提出（申請）していただき、市で審査の後、指定の口座に振り込みます。

　※３月上旬から受付開始予定です。

▼手続き（申請）期限　９月３０日（金）

▼振り込め詐欺や個人情報の詐欺などにご注意ください

　　ご自宅や職場などに市の職員などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、最寄りの警察署などにご相談くだ

　さい。

▼問い合わせ先

　福祉課　☎４７－１０４７

特別給付金に関するお知らせ

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化するなかで、特に厳しい状況にある低所得の子育て世帯に対し、子育

て世帯生活支援特別給付金を支給しています。未支給の人は申請が必要になります。

　申請期限は、２月２８日（月）です。

▼支給金額　支給対象児童１人につき５万円

※対象となる世帯の条件など、詳細は子育て支援課へお問い合わせください。

▼問い合わせ先・ホームページアドレス

　◇ひとり親世帯分

　　厚生労働省コールセンター　☎０１２０－４００－９０３

　　子育て支援課育児支援係　　☎４７－１０７７

　　Web https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=111479

　◇ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分

　　厚生労働省コールセンター　☎０１２０－８１１－１６６

　　子育て支援課児童係　　　　☎４７－１０４６

　　Web https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=111399

申請期限は２月２８日です！

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
(ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分 )
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市民交流センターのホームページを開設

▼対　象

　市民交流センターのホームページを開設しました。

　施設の概要・料金・利用方法等を掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

▼ホームページアドレス　https://minato-terrace.jp/　　　　　　　　

▼問い合わせ先　市民交流センター準備室（株式会社きさらぎ内）　☎４４－３５３５　　　　　　　　

 求人事業所支援セミナー・求人事業所説明会
　境港市・境港商工会議所・ハローワーク米子の三者が連携して、事業者の求人を支援するセミナー、求職者と事業者

をつなぐ説明会を開催します。

【事業者向け】求人事業所支援セミナー

　求人募集で応募者を獲得するための工夫やヒント、人材確保に役立つ支援制度などを説明するセミナーです。

▼対　象　市内に事業所を有する人

▼定　員　先着５０名　※事前に申し込みが必要です。

▼と　き　３月３日（木）　午後１時３０分～３時

▼ところ　境港商工会議所３階大ホール

▼内　容　◇ハローワークインターネットサービス「求人者マイページ」の開設および便利な新機能について

　　　　　◇求職者の注目する魅力的な求人および効果的な事業所情報の提供による応募者の確保について

　　　　　◇雇用関係助成金を活用した人材確保について

　　　　　◇市および商工会議所からのお知らせ

▼申し込み先　境港商工会議所　相談課　☎４４－１１１１

▼問い合わせ先　ふるさとハローワーク境港　☎４４－１７３３

【求職者向け】求人事業所説明会

　市内にある企業の仕事などをより深く知っていただき、就職につなげる説明会です。

▼対　象　ハローワークにお仕事探しの登録をしている人

▼定　員　先着４０名　　　※事前に申し込みが必要です

▼と　き　３月１０日（木）　午後１時３０分～４時

▼ところ　境港商工会議所３階大ホール

▼内　容　◇参加企業による仕事や求人の内容についての詳しい説明

　　　　　◇企業の採用担当者との個別面談

▼参加企業　市内企業６社程度を予定

　　　　　　※決定次第、ハローワーク米子のホームページに掲載します。

▼申し込み・問い合わせ先　ふるさとハローワーク境港　☎４４－１７３３

市
有
地
の
売
却

　

市
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
す
る
土
地

◇
所
在
地　

境
港
市
上
道
町
２
２
０
７
番
２

◇
地　

目　

宅
地

◇
面　

積
（
実
測
）　

２
４
１
・
１
４
平
方
メ
ー
ト
ル

◇
区　

域　

市
街
化
区
域

▼
参
加
申
し
込
み

　

入
札
さ
れ
る
人
は
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

申
込
書
等
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
総
務
課

窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

▼
参
加
申
込
期
限

　

２
月
22
日
（
火
）
午
後
５
時
必
着

▼
入
札

　

入
札
は
、
郵
便
入
札
で
行
い
ま
す
。

▼
入
札
書
類
提
出
期
限

　

３
月
17
日
（
木
）
午
後
５
時
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

管
財
係　

☎
47
―
１
０
１
３

位
置
図

13　令和４年２月



【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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　我が国で、生計を営む外国人は、年々増加しています。国籍や民族などの異なる人々が、互いに
文化的な違いを認め合い、尊重し合い、助け合いながら、共に生きていく社会が、「多文化共生社会」
と言われる社会です。
　私たち地球上のすべての人間は、人間らしく幸せに生きる権利を持っています。それが「人権」で
す。人権は、「国籍・民族」が違っても、「生活・文化」が違っても、「話す言葉」が違っても、「皮膚
の色」が違っても、「宗教観」が違っても、・・・等々、誰にでも平等に備わっています。
　本市においても、多くの外国籍の人が生活し、多様な文化交流が行われています。同じ地域に居住し、

共に地域社会の一員として生活することが、「多文化共
生社会」の基盤になるのではないでしょうか。日本社
会で暮らす外国人の子どもも、日本の義務教育を受け
ることが可能です。また、外国人であるというだけで、
いじめの対象になってはいけません。
　昨今、国内では、言葉が分からないことによる「情
報格差」や外国人をめぐっての「ヘイトスピーチ（憎
悪表現）」などの人権問題が発生しています。
　互いに異文化を理解し、誰にとっても住みよい社会
の実現のため、偏見や差別の解消に取り組むことが大
切です。「多文化共生社会」の実現をめざしましょう。

 「多文化共生社会」の実現をめざしましょう
  ～国際化の時代における「外国人と人権」～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

 
 

みんなで拓く
人権文化 222

　人権に関するＤＶＤ鑑賞は、いかがですか。
　自治会、ＰＴＡ、サークル等の各種団体・グループ、個人にＤＶＤを貸し出します。
　さまざまなテーマの人権啓発映像作品があり、いずれも３０～４０分程度の作品です。
　地域や職場での勉強会や研修としても、ご活用いただけます。ご希望に応じて、境港市人権教育推
進員が出向き、ＤＶＤ鑑賞後、少しまとめのお話をさせていただく「出前講座」もできます。

▼おすすめ！ＤＶＤ作品 ドラマ仕立てになっていますので、気軽にご覧ください。
　◇『サラーマット～あなたの言葉で～』（３６分）
　　　　　　　　テーマ：「外国人の人権　ほか」
　　　　　　　　出　演：真飛 聖、金子 昇 ほか
　◇『カンパニュラの夢』（３６分）　
　　　　　　　　テーマ：「超高齢化社会におけるひきこもり（８０５０問題）と人権」
　　　　　　　　出　演：六角 精児、宮地 真緒、山田ルイ５３世　ほか
　◇『話せてよかった～家庭からふりかえる人権～』（２７分）
　　　　　　　　テーマ：「身近な生活と人権　ほか」
※ＤＶＤ一覧は、ホームページをご覧ください。

▼ホームページアドレス
Web https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=112055

　　　　　人権政策室所蔵の

　　　　　　　　　ＤＶＤを　
貸し出します！
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川から海へ流れ出るごみを回収する取り組みをしています
　本市が誇る海や海辺を守るため、海洋ごみ対策として、昨年の１０
月から１１月にかけて、市内２カ所の河川（深田川、下ノ川）にネッ
トフェンスを設置して、海に流れ出るごみを回収する事業を実施しま
した。
　実施期間は１カ月半ほどでしたが、草木を含め全部で１７０ｋｇの
ごみを回収することができました。
　今回は、回収したごみの内容を皆さんにお知らせします。

回収したごみの主な内容
◇プラスチックごみ　　１３．４ｋｇ

　ペットボトル、ビニール袋、食品トレイ、お菓子の包装フィルム、
　ポリタンク、発泡スチロール、タバコの吸い殻、弁当容器など

◇ビン・缶　　 ２．８ｋg
◇可燃物　　 １０．３ｋｇ（段ボール、タバコの空き箱など）　
◇不燃物　　　 ０．２ｋｇ（ライター、針金など）
◇草　木　　１４３．３ｋｇ

　　こうしたプラスチックごみは、海に流れ出てしまうと、紫外線や
　波などによって細かく砕かれ、小さな破片となって何十年も海の中
　を漂います。
　　小さくなったプラスチックのごみは「マイクロプラスチック」と
　呼ばれており、魚が餌と間違って食べてしまうなど、海の生物たち
　に大きな影響を与えてしまいます。また、大量のプラスチックごみ
　は海の景観も損ねてしまうため、世界的な問題となっています。

ポイ捨ては絶対にやめましょう！
　今回のごみ回収では、レジ袋や小さなプラスチック片、食品トレイなど、風で飛ばされやすい軽いも
のが主に回収されるものと考えていました。しかし、実際にやってみると、ポイ捨てによるものと考え
られる新しくてきれいな空き缶やペットボトル、タバコの吸い殻などがたくさん回収されました。
　こうしたごみが河川から海へ流れ出て海を汚す原因の一つとなっています。ごみのポイ捨ては、景観
を悪化させ、環境汚染にもつながる犯罪行為です。
　豊かで美しい自然を守るため、ごみは必ず持ち帰って適正に処理しましょう。

弓ヶ浜に打ち上げられた流木とごみ　令和３年８月16日撮影

　昨年7月の豪雨で河川から海に流れ出ていた流木やごみが、強風
にあおられて、弓ヶ浜に大量に打ち上げられました。
　漁網や浮きなどの漁具だけでなく、ペットボトルや空き缶、ビニー
ルやプラスチックの破片など、陸地で捨てられたと思われるごみも
流木と一緒にたくさん打ち上げられていました。
　ポイ捨てされたごみは、いつか海へと流れ着き、弓ヶ浜の美しい
景観を損なう原因となってしまいます。

さかなと鬼太郎のまち 環境への取り組み～まちの話題～

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０
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～まちの話題～～まちの話題～

私たちが地域を守る！！
　境港市消防出初式が2年ぶりに開催

　昨年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止

した、消防出初式が１月９日（日）に行われました。

　今年は内容を縮小し無観客での開催でしたが、消防団本

部と６つの分団から約５０人が参加し、境水道に向けて力

強く一斉放水を行いました。消防団は「自らの地域は自ら

で守る」の精神に基づき、地域に密着して活動し住民の安

心・安全を守る重要な役割を持っています。１８歳以上で

健康な人はどなたでも入団できます。「大切な人、大切な

まちを守りたい」という思いを生かしてみませんか。

みんなが笑顔で健康に
　健康まつりが開催

　コロナ禍の中、密を避けた形態で１月１６日（日）～

２８日（金）の日程で、保健相談センターにて健康まつり

が開催されました。

　展示、健康チャレンジ、健康に関する講演、講座の動画

配信を実施し、心身の健康を振り返っていただくきっかけ

となりました。

　引き続き、コロナ禍の生活は続いていますが、自分のか

らだやこころに関心を持ち、元気に乗り越えていきましょ

う。

 夢に向かって未来への船出
　令和２年度・令和３年度成人式が開催
　成人式が１月８日（土）と９日（日）に境夢みなとターミ

ナルで新型コロナウイルス感染症対策を講じて開催されまし

た。

　１年延期となった令和２年度の成人式は１６６人、令和３年

度は２２２人が出席し、令和２年度は相川夏穂さん、令和３年

度は渡利夏菜さんがそれぞれ代表として決意を述べました。

　式典では、境港大漁太鼓の演奏や恩師からのビデオメッセー

ジが披露され、久しぶりの再会で会場は和やかな雰囲気に包ま

れました。
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　境港警察署では、２月中「支え愛・ゆずり愛マナーアッ

プキャンペーン」を行います。

　自動車運転者、自転車利用者および歩行者がそれぞれの

立場で交通マナーの向上に努め、相手の立場を尊重する「思

いやり」と「ゆずり合い」の心を持ち、実践しましょう。

【家庭・地域・職場では・・・】

◇親が常に正しい交通マナーとルールを実践し、子どもの

　手本となりましょう。

◇車両運転中はもとより、歩きながら携帯電話やスマート

　フォンを操作する「歩きスマホ」も交通事故につながる

　危険な行為なのでやめましょう。

◇高齢者、子どもおよび障がい者の安全な通行への危険や

　支障があるときは、家族・地域ぐるみで、周りの人が危

　険を知らせるために声をかけ、必要に応じて誘導や注意

　を促すなどの配慮に努めましょう。また、障がい者の特

　性に応じた配慮を心がけましょう。

◇身体障がい者マーク、聴覚障がい者マークおよび高齢運

　転者マークを表示する自動車に対する「思いやり運転」

　に努めましょう。

◇家庭や地域、職場内で交通安全について、話し合うなど

　して「思いやり」や「ゆずり合い」の精神を育成し、交

　通マナーの向上に努めましょう。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

支え愛交通安全
マナーアップキャンペーンについて
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　こんにちは。地域おこし協力隊の矢本昌子です。

　地域おこし協力隊として赴任して以来、新型コロナウ

イルス感染症の拡大により県外への出張は自粛していま

したが、昨年１２月下旬にようやく大阪出張に行くこと

ができました。お世話になっている紡績工場や手ぬぐい

生地の織物工場、注染工場を訪問して、製造工程等を勉

強してきました。

　地域おこし協力隊の仕事の中心は伯州綿の栽培です

が、栽培した綿が糸になり、生地になり、染色されるま

での工程を間近で見せて頂き、感じることが多かったで

す。

　繊維が太くて短く、弾力性があるのが伯州綿の特長の

一つですが、近年は繊維の長さが短くなってきており、

糸を紡ぐのが難しくなっているそうです。

　綿の収穫時期によっても綿の大きさ等の違いを実感し

ていましたが、品質安定は欠かせないことなので、今後

よく協議しながら努めてまい

ります。

　また伯州綿の栽培は、地域

の栽培サポーターの皆さんに

支えられていますので、一人

でも多くの人に興味を持って

いただき、サポーターが増え

ると嬉しく思います。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

236消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.10

　こんにちは、国際交流員のクァンです。今回はベトナム

の交通事情についてご紹介します。

　ベトナムは日本とは違い、地下鉄がなく、主な交通手段

はバイクです。特に通勤

ラッシュ時間は歩道を走

るなど、ひどい交通渋滞

の光景をよく見かけます。

日本では、特別な場合を

除いて、クラクションの

音がほぼありませんが、

ベトナムでは渋滞になる

と、クラクションをうる

さいほど鳴らすのも日常

的です。そして、バイクに３～４人乗ったり、大きな荷物

を運んだりすることも当たり前です。バイク利用者が多

いため、排気ガスもひどく、マ

スクは必要不可欠となっていま

す。また、女性は日焼けを嫌う

ため、完全防備で日焼け対策は

万全です。日焼け対策用に、長

い袖・長い裾・フード付きの上

着も売っています。

　市内での移動手段はバスのほ

か、一般的なタクシーに加え、バイクタクシーもあり、最

近は配車アプリが多く浸透しています。その中で一番有名

なのはバイクタクシーを配車してくれる「Ｇ
グ ラ ブ

ｒａｂ」です。

アプリで現在地と目的地を入力すると、現在地まで迎えに

来てくれ、車のタクシーより安い値段で利用できます。

　「乳歯はいずれ永久歯に生え変わるから、むし歯に

なっても大丈夫。」こんな風に思っていませんか。し

かし、乳歯のむし歯を放置していると、顎が十分に発

達しなかったり、乳歯の下の永久歯にまで悪影響を及

ぼしてしまいます。

　また、乳歯は永久歯に比べて、エナメル質が薄く、

酸に弱いためむし歯になりやすく、大人以上に注意が

必要です。

　規則正しい食生活や、大人による仕上げ磨きに加え

て、定期的なフッ素塗布を行うことが、乳歯のむし歯

予防に効果的であるとされています。特に虫歯になり

やすい１歳６カ月から定期検診もかねて３～６カ月ご

とに受けると効果的です。

　市でも１歳９カ月～２歳９カ月の幼児を対象に、無

料の歯科検診・フッ素塗布事業を行っています。次回

は３月１５日です。予約制となっていますので、希望

する人は健康推進課までお問い合わせ

ください。

▼問い合わせ先

　健康推進課　☎４７－１０４３

保健師の
　　  ちょっと一言
乳幼児期から虫歯予防をしよう！

【事例】

　自宅のトイレが詰まり、インターネットで「見積無料、

詰まりの修理は５千円～」と書いてある業者を見つけ、修

理を依頼し来てもらった。業者から「作業をしたが直らず、

便器を取り換えた方がいい」と言われたので、仕方なく承

諾したが、修理代が５０万円だった。高額であり納得でき

ない。

【アドバイス】

◇トイレの詰まりのほか、玄関などの鍵の開錠や台所の水

　漏れなど、インターネット広告を見て修理を依頼したと

　ころ、修理代金が広告よりも高額だったという相談が寄

　せられています。

◇広告では低価格を強調していても、現場の状況によって

　必ずしも表示通りの料金で依頼できるとは限りません。

　修理を依頼する前に、状況をきちんと説明し、作業内容

　と金額を確認し、かけ離れた作業や料金を提案された場

　合は作業を断るようにしましょう。

◇広告を見てトイレの詰まりの修理を頼んだのに、高額な

　便器の交換を勧められたのであれば、訪問販売と考えら

　れる場合があります。その場合、法律で定められた書面

　（契約書）を受け取った日から８日間はクーリング・オ　　

　フができます。

◇いざという時に慌てないように、日ごろから信頼できる　

　事業者を調べておきましょう。

▼相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

暮らしのレスキューサービス
緊急事態発生時の契約トラブルに注意

渋滞の様子

バイク天国　ベトナム

日焼け対策は万全！
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informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

２
月
６
日
（
日
）
は
、
境
港
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

　

大
切
な
一
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な

く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
２

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
の

申
し
込
み
受
付
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
を
対
象
に
、
最
大
５
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
、
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

申
し
込
み
受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
「
健
康
保
険
証
」
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
「
健
康
保
険
証

利
用
申
込
」
に
つ
い
て
も
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
健

康
保
険
証
」
の
利
用
の
申
し
込
み
を

希
望
す
る
人
や
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
市
民
課
で
の
手
続
き
が
必

　

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

　

じ
め
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
２
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ

◇
平　

日　

総
務
課
窓
口

◇
２
月
13
日
（
日
）　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
窓
口
の
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
が
来
庁
し
、

受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
は
受
け
取
り
期
限
を
過

ぎ
て
も
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補

助
（
写
真
撮
影
）、
電
子
申
請
書
の

更
新
、
保
険
証
利
用
の
登
録
も
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
混
み
合
う
事
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

２
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
30
日
（
木
）
を
も
っ
て
営
業

を
終
了
し
ま
す
。
営
業
終
了
ま
で
に

使
い
切
れ
な
い
回
数
券
は
、
受
付
で

払
い
戻
し
が
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

有　

料　

広　

告
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３
月
市
議
会
を
開
催

　

２
月
25
日
（
金
）
か
ら
、
３
月
定

例
市
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
議
会
日
程

◇
２
月
25
日
（
金
）

　

本
会
議
（
議
長
・
副
議
長
選
挙
、

議
席
の
指
定
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選

任
、
玉
井
斎
場
管
理
組
合
議
会
議
員

選
挙
、
市
長
施
政
方
針
、
議
案
上
程　

ほ
か
）

◇
２
月
28
日
（
月
）
〜
３
月
４
日

　

（
金
）・
７
日
（
月
）・
９
日
（
水
）

　

常
任
委
員
会

◇
３
月
15
日
（
火
）・
16
日
（
水
）

　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

◇
３
月
17
日
（
木
）

　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
特
別
委
員

会
の
設
置
、
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
議
会
議
員
選
挙
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
）

◇
３
月
18
日
（
金
）
常
任
委
員
会

◇
３
月
22
日
（
火
）
特
別
委
員
会

◇
３
月
24
日
（
木
）

　

本
会
議（
各
委
員
長
報
告　

ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
し
て
い

ま
す
。
各
公
民
館
で
も
、
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
か
ら
議
会
終
了
ま
で

◇
録
画
放
送

　

当
日
の
午
後
７
時
か
ら
深
夜
２
時

ま
で
の
間
、
繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

※
放
送
時
間
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

３
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

議
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
８

令
和
３
年
度

定
期
監
査
報
告

▼
監
査
対
象

　

自
治
防
災
課
、
長
寿
社
会
課
、　
　

建
築
営
繕
課
、
議
会
事
務
局

▼
監
査
期
日　

昨
年
11
月
17
日（
水
）

▼
監
査
範
囲

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
財
務
に
関
す
る
事
務
事
業
の
う

ち
、
監
査
委
員
が
指
定
し
た
次
の
事

項◇
歳
入
・
歳
出
予
算
執
行
状
況

◇
国
庫
・
県
支
出
金
収
入
状
況

◇
委
託
料
・
工
事
請
負
費
・
備
品
購

　

入
費
・
補
助
金
・
負
担
金
執
行
状

　

況
◇
財
産
異
動
・
施
設
管
理
状
況

▼
監
査
方
法

　

資
料
や
帳
簿
な
ど
を
照
合
す
る
と

と
も
に
、
担
当
課
長
お
よ
び
職
員
か

ら
聴
き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
監
査
結
果

　

予
算
や
財
務
事
務
の
適
正
な
執
行

を
認
め
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化

等
に
よ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
を
担
う
自
治
会
の
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、

合
併
や
再
編
に
よ
り
持
続
可
能
な
自

治
会
の
在
り
方
を
考
え
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

▼
監
査
委
員

◇
松
本
正ま

さ

福と
み

さ
ん（
松
江
市
八
束
町
）

◇
岩
田
愼
介
さ
ん
（
東
本
町
）

◇
田
口
俊
介
さ
ん
（
夕
日
ヶ
丘
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
監
査
状
況

　

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
１

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
な
勧
奨
を
再
開

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
感
染
症
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
6
月
に
、
国
か
ら

一
時
的
差
し
控
え
が
決
定
さ
れ
、
市

も
そ
れ
に
準
じ
て
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
ま
し
た
。

　

国
は
、
４
月
か
ら
の
積
極
的
な
勧

奨
を
再
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
、

対
象
者
へ
個
別
通
知
な
ど
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

住
宅
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

既
存
住
宅
の
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
次
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
耐
震
改
修

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
に
耐
震
改
修
を
行
っ
た

場
合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で
を

限
度
に
翌
年
度
分
の
税
額
を
２
分
の

１
（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け

て
改
修
し
た
場
合
は
３
分
の
２
）
減

額
し
ま
す
。

▼
省
エ
ネ
改
修

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
に
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ

た
場
合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で

を
限
度
に
翌
年
度
分
の
税
額
を
３
分

の
１
（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
て
改
修
し
た
場
合
は
３
分
の
２
）

減
額
し
ま
す
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

新
築
し
た
日
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
た
住
宅
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
場
合
、
床
面
積
１
０
０
㎡
分

ま
で
を
限
度
に
翌
年
度
分
の
税
額
を

３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

　

も
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
上
で

　

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に

　

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

informationinformation
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informationinformation

進
級
（
就
園
）
準
備
金

▼
対　

象

　

２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
令
和
４
年
度
に
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
等

◇
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

　

る
世
帯
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高

　

等
学
校
に
通
学
す
る
児
童
等

◇
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

　

特
別
支
援
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

　

所
に
通
う
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

　

る
児
童
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

▼
申
請
期
限　

２
月
21
日
（
月
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
校
入

学
者
を
養
育
す
る
人
に
対
し
、
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
全
て
に
該
当
す
る
人
）

◇
市
内
在
住
者

◇
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

　

児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
ひ

　

と
り
親
（
市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、

　

米
子
北
斗
中
学
校
、
県
立
養
護
学

　

校
小
・
中
学
部
、
皆
生
養
護
学
校

　

小
・
中
学
部
等
に
入
学
す
る
児
童
・

　

生
徒
を
養
育
し
て
い
る
人
も
対
象

　

で
す
）

◇
令
和
２
年
分
の
所
得
税
（
年
少
扶

　

養
控
除
が
あ
る
と
し
て
計
算
し
た

　

額
）
が
非
課
税
の
人
（
た
だ
し
生

　

活
保
護
法
に
よ
る
教
育
扶
助
の
対

　

象
者
は
除
く
）

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

◇
ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

　

（
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
）

◇
印
章

◇
振
込
先
の
わ
か
る
も
の
（
預
金
通

　

帳
等
）

※
申
請
書
は
、
子
育
て
支
援
課
窓
口

　

ま
た
は
各
小
学
校
で
配
布
し
て
い

　

ま
す
。

※
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
境
港

　

市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
令
和
２

　

年
分
の
所
得
の
分
か
る
も
の
（
源

　

泉
徴
収
票
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

▼
申
請
期
限　

５
月
２
日
（
月
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
７

※
各
学
校
で
は
、
受
け
付
け
て
い
ま

　

せ
ん
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
は
３
月
末
ま
で

　

定
期
接
種
（
公
費
負
担
）
と
し
て

接
種
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
生
涯
１

回
限
り
で
す
。
今
年
度
の
対
象
者
に

は
、
接
種
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
接
種
を
し
て
な
い
人
は
、
早

め
に
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
対
象
者

　

３
月
末
時
点
の
年
齢
が
、
65
歳
、

70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

　

に
限
り
ま
す
。

▼
接
種
で
き
る
期
間

　

３
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
令
和
２
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

　

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

対
象
者
で
、
転
入
さ
れ
た
人
や
接

種
券
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
同
時
接

　

種
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

　

る
場
合
は
、
前
後
13
日
以
上
の
間

　

隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収

　

国
民
健
康
保
険
税
を
現
在
、
普
通

徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）
で
納

付
し
て
い
る
人
も
、
次
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
４
月
よ
り
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
引
き
去
り
）
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

▼
要　

件

◇
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
65

　

〜
74
歳
ま
で
の
人
だ
け
で
構
成
さ

　

れ
る
世
帯
の
世
帯
主
（
世
帯
主
も

　

被
保
険
者
の
場
合
に
限
る
）

◇
年
金
額
が
年
間
18
万
円
以
上
の
人

◇
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
税

　

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

　

な
い
人

※
納
付
す
る
保
険
税
の
１
年
間
の
総

　

額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
者
に
は
、別
途
通
知
し
ま
す
。

※
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
を
希
望
し

　

な
い
場
合
は
、
口
座
振
替
で
の
納

　

付
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６
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道
路
除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
積
雪
が
心

配
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
生
活
道
路
の
確
保
と
安

全
な
冬
道
対
策
と
し
て
、
除
雪
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
時
の
作
業
騒
音
に
ご
理
解
く

だ
さ
い

　

朝
の
通
勤
・
通
学
路
の
安
全
確
保

の
た
め
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て

作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除

雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

▼
除
雪
に
よ
り
玄
関
先
等
に
寄
せ
ら

れ
た
雪
の
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
の
際
、
や
む
を
得
ず
玄
関
や

車
庫
の
前
に
雪
を
寄
せ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
出
入
り
口
前
は
、
各
家
庭

で
の
雪
か
き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
駐
車
は

や
め
て
く
だ
さ
い

　

路
上
駐
車
を
す
る
と
、
そ
の
部
分

の
除
雪
が
で
き
な
く
な
り
、
交
通
事

故
や
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
道
路
ぎ
わ
の
樹
木
等
は
所
有
者
で

適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
ぎ
わ
に
あ
る
樹
木
が
、
積
雪

に
よ
り
道
路
に
倒
れ
か
か
る
と
、
通

行
の
妨
げ
と
な
り
、
交
通
事
故
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

▼
消
火
栓
等
の
近
く
に
駐
車
は
や
め

て
く
だ
さ
い

　

道
路
に
は
、
万
が
一
の
消
火
活
動

に
備
え
て
、
消
火
栓
等
の
消
防
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
近
く
に
車

両
を
駐
車
さ
れ
る
と
、
消
火
活
動
に

影
響
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

積
雪
時
は
消
火
栓
等
の
位
置
が
わ
か

り
に
く
く
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
ご

自
宅
近
く
に
あ
る
消
防
設
備
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

農
業
委
員
会
情
報

【
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
】

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
生
涯

所
得
向
上
の
た
め
の
公
的
な
年
金
制

度
で
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
加
入
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
加
入
要
件

◇
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被

　

保
険
者

◇
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

　

い
る
人

※
詳
細
は
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
農
業
委
員

　

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

お
墓
の
事
に
つ
い
て

【
市
営
墓
地
の
空
き
状
況
】

　

市
営
墓
地
の
空
き
状
況
は
、
次
の

通
り
で
す
。（
１
月
４
日
現
在
）

◇
馬
場
崎
墓
地　

24
区
画

◇
中
央
墓
園　

47
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
区
画

※
空
き
区
画
数
は
、
新
規
の
お
申
し

　

込
み
や
墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り

　

変
動
し
ま
す
。

※
最
新
の
空
き
区
画
数
、
空
き
区
画

　

の
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
空
き
区

　

画
数
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
個
人
墓
地
に
つ
い
て
】

　

市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

の
新
設
や
既
設
墓
地
等
の
区
域
等
を

変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、
法
律

に
よ
り
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
得
な
い
で
墓
地
等
を
新
設

す
る
と
、
使
用
を
制
限
も
し
く
は
禁

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

境
港
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

第
６
回
境
港
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催
に
伴
い
、
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。

　

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
自
転
車
を
含
む
車
両
通
行
止
め

　

弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の

一
部
（
夢
み
な
と
公
園
〜
米
子
市
和

田
町
）
で
、
自
転
車
を
含
む
車
両
通

行
止
め
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
通
行
を
ご
遠
慮

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

▼
車
線
減
少
に
よ
る
交
互
通
行

　

公
共
マ
リ
ー
ナ
入
口
で
、
車
線
減

少
に
よ
る
車
両
の
交
互
通
行
規
制
を

行
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
‐
５
２
６
４
‐
３
２
９
２
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informationinformation

青
少
年
育
成
研
修
会

▼
と　

き　

２
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

講
堂

▼
内　

容　

講
演
会

▼
演　

題

　

居
場
所
と
し
て
の
「
ま
ち
の
図
書

館
」

▼
講　

師

　

嘉
賀
收
司
さ
ん
（
境
港
市
民
図
書

館　

館
長
）

　

高
橋
真
太
郎
さ
ん
（
境
港
市
民
図

書
館　

副
館
長
）

▼
主　

催

　

青
少
年
育
成
境
港
市
民
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

原
子
力
防
災
現
地

研
修
会
（
見
学
会
）

▼
と　

き　

３
月
15
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

▼
見
学
施
設

　

島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
、

島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内
か

ら
見
学
）

▼
集　

合　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

（
午
前
９
時
40
分
集
合
、
午
後
４
時

20
分
解
散
）

▼
募
集
人
数

15
人
程
度（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
参
加
す
る
全
て
の
人
の

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で
応
募
可
。

※
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル

　

で
も
応
募
可
能
で
す
。

▼
応
募
締
め
切
り
日

　

３
月
９
日
（
水
）
午
後
５
時
必
着

▼
参
加
費　

無
料

※
昼
食
あ
り
。

※
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

で
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
検
温
や

　

マ
ス
ク
の
常
時
着
用
、
手
指
消
毒

　

な
ど
に
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
２
７
１

　

鳥
取
県　

原
子
力
安
全
対
策
課

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３

（
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　

●
０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

●g
e
n
sh
iry

o
k
u
-a
n
ze
n
@
p
re
f.

to
tto

ri.lg
.jp

労
働
セ
ミ
ナ
ー

　

基
本
的
な
労
働
関
係
法
令
等
の
学

習
機
会
を
提
供
し
、
労
働
者
・
経
営

者
間
の
紛
争
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
労
働
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館　

２
階
研
修
室

▼
テ
ー
マ

90
分
で
社
労
士
が
解
説
！
「
働
く

中
で
知
っ
て
お
き
た
い
あ
れ
こ
れ
」

※
失
業
給
付
受
給
中
の
人
は
、
求
職

　

活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
。

▼
内　

容

◇
労
働
契
約
の
締
結
・
更
新
時
の
ポ

　

イ
ン
ト

◇
働
き
な
が
ら
活
用
で
き
る
雇
用
保

　

険
◇
退
職
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ミ
ニ

　

知
識

▼
講　

師

　

安
田
岳た

か

ほ歩
さ
ん
（
特
定
社
会
保
険

労
務
士
）

▼
対
象
者

　

労
働
者
、
求
職
者
、
一
般
の
人
な

ど
興
味
が
あ
る
人

※
求
職
活
動
中
の
人
は
、
証
明
書
を

　

準
備
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時

　

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼
定　

員

25
人

※
完
全
予
約
制

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所　

み
な
く
る
米
子

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
で

　

き
ま
す
。

牛
田
智
大
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
再
販
開
始

　

市
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、

３
月
21
日
に
行
わ
れ
る
牛
田
智
大
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
に
つ
い
て
、
応
募

数
が
規
定
販
売
数
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
、
残
り
座
席
に
つ
い
て
チ
ケ
ッ

ト
を
販
売
し
ま
す
。

▼
販
売
期
間

　

２
月
21
日
（
月
）
午
後
１
時
〜

※
無
く
な
り
次
第
終
了

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

有　

料　

広　

告

Mail

FAX

催催 

しし

市報さかいみなと　24



informationinformation

未
来
を
つ
な
ぐ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
座

　

新
聞
報
道
等
で
も
聞
く
こ
と
が
多

く
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ
）
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、

私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
関
係

が
あ
る
の
か
、
お
話
や
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
体
験
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館

▼
定　

員

25
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
講　

師

　

岸
本
行
央
さ
ん
（
株
式
会
社
百
年

人
・
２
０
３
０
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
）

▼
内　

容　

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
お
話
、
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
体
験

▼
対　

象

　

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど

な
た
で
も
（
市
民
活
動
に
関
心
の
あ

る
人
、
親
子
参
加
も
歓
迎
で
す
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
申
込
期
限　

２
月
17
日
（
木
）

※
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
着
用
、
上
履
き
持
参
の
う

　

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

商
品
配
達
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

事
業
所
・
店
舗

　

買
い
物
に
出
か
け
た
り
、
料
理
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
に
、
商
品
配
達
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
店
舗
な
ど
を
一
覧
に

し
、
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

●h
ttp

s://w
w
w
.c
ity

.sa
k
a
im
i

n
a
to
.lg
.jp
./in

d
e
x
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h
p
?
v
ie
w

=
1
0
9
7
5
3

　

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

店
舗
な
ど
で
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
事

業
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
掲
載
し
て
い
る
事
業

者
に
は
、
改
め
て
こ
ち
ら
か
ら
内
容

掲
載
の
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
連
絡

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
実
際
に
一
覧
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、

　

３
月
頃
と
な
る
予
定
で
す
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

　
　
　
　
　
　
　

●
44
‐
２
１
２
０

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
共
通
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
入
居

　

を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

▼
入
居
資
格
（
高
齢
者
等
）

◇
60
歳
以
上
の
み
の
世
帯
や
母
子
世

　

帯
、
各
種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

　

の
人
等
、
詳
し
い
入
居
要
件
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
入
居
資
格
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
）

◇
自
炊
可
能
な
程
度
の
健
康
状
態
で
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
単
身
世
帯
等
、

　

一
定
の
世
帯
構
成
で
あ
る
こ
と
。

※
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
と
は
、

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
の
設
備

　

を
備
え
た
住
宅
に
、
緊
急
通
報
シ

　

ス
テ
ム
の
設
備
と
生
活
援
助
員
の

　

サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た
住
宅
で
、
家

　

賃
の
ほ
か
に
生
活
援
助
員
派
遣
費

　

用
が
必
要
で
す
。（
緊
急
通
報
シ

　

ス
テ
ム
接
続
の
た
め
、
固
定
電
話

　

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

入
居
者
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

　

す
が
、
状
況
に
よ
り
抽
選
で
決
定

　

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
８
日
（
火
）

▼
入
居
抽
選
日　

２
月
15
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

３
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。（
１
区
画
月
額
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課　

公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

市
役
所
・
学
校
等
へ
の

物
品
納
入
業
者

　

市
で
は
、
来
年
度
に
単
価
契
約
に

よ
り
購
入
す
る
一
般
事
務
用
品
（
消

耗
品
）
な
ど
の
納
入
業
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
購
入
物
品

　

文
具
類
・
用
紙
類
・
そ
の
他
（
乾

電
池
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
）

▼
納
入
資
格

　

物
品
の
売
買
等
に
つ
い
て
、
市
に

登
録
し
て
い
る
市
内
業
者

▼
提
出
期
限

　

２
月
28
日
（
月
）
正
午

▼
提
出
・
問
い
合
せ
先

　

総
務
課　

管
財
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
３

募募 

集集

団地名
上道団地

（上道町3563）
上道団地

（上道町3565）
夕顔団地

（誠道町218）
外江団地

（外江町3266-5）

種別 高齢者等 シルバーハウジング 一般 一般

建設年度 平成11年 平成13年 平成7年 昭和59年

構造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・3階建 鉄筋・4階建

募集住戸
10棟 104号
（1階）

12棟 107号
（1階）

7A棟 13号
（3階）

5号
（3階）

間取り等 3LDK6畳（2）、洋6畳 2DK7.5 畳、洋 6畳 3DK8畳、6畳、洋6畳 3DK6畳 (2)、4.5 畳

家賃
23,400～
46,000円

20,300～
40,000円

22,200～
43,500円

16,100～
31,700円

FAX

Web

25　令和４年２月



informationinformation

職
業
訓
練
の
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
安
定
し
た

就
職
を
目
指
す
人
へ
求
職
者
支
援
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

①
は
じ
め
て
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制
作

　

科
（
短
期
間
・
短
時
間
）

②
短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
訓
練
概
要
（
取
得
可
能
な
資
格
）

①
初
歩
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
作
成

　

・
編
集
・
記
事
の
投
稿
、
Ｗ
ｅ
ｂ

　

ペ
ー
ジ
用
の
画
像
の
作
成
と
掲
載

　

を
習
得
す
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ
ジ

　

ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計

　

算
ソ
フ
ト
等
に
関
す
る
知
識
・
技

　

能
の
習
得
。（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

　

ル
３
級
）

▼
訓
練
期
間

①
３
月
３
日
（
木
）
〜
17
日
（
木
）

②
３
月
14
日（
月
）〜
５
月
13
日（
金
）

▼
訓
練
場
所

①
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト
（
米
子
市

　

新
開
・
無
料
駐
車
場
あ
り
）

②
有
限
会
社
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ

　

ー
（
境
港
市
明
治
町
・
無
料
駐
車

　

場
あ
り
）

▼
募
集
人
員　

①
②
と
も
に
12
人

▼
応
募
期
限

①
２
月
17
日
（
木
）
正
午

②
３
月
２
日
（
水
）
正
午

▼
応
募
資
格

　

就
職
希
望
者
（
①
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

シ
フ
ト
が
減
少
し
た
人
や
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
在
職
中
の
人
も

受
講
可
能
な
特
例
コ
ー
ス
で
す
）

▼
受
講
料　

無
料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費

は
自
己
負
担
）

▼
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共

職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

※
詳
し
く
は
鳥
取
労
働
局
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
（
鳥
取
県
内
職
業
訓
練
一

　

覧
）、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
ハ
ロ

　

ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
情
報
検

　

索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

参
加
者

▼
と　

き　

２
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

中
浜
サ
ン
ト
ピ
ア

（
雨
天
時　

幸
神
体
育
館
）

▼
対　

象

　

年
少
〜
小
学
２
年
生
と
そ
の
保
護

者▼
準
備
品

◇
上
靴
（
雨
天
時
）

◇
運
動
が
で
き
る
服
装

◇
タ
オ
ル

◇
飲
み
物

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員

40
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

２
月
15
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
ル
ト
ラ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

●u
ltra

-c
s@

se
a
.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp

納
税
相
談

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　

３
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
納
め
る

　

金
額
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き　

２
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

●y
o
n
a
g
o
-sa

p
o
@
ro
u
k
y
o
u
.g
r

.jp

相相 

談談

Mail

Mail

「市報さかいみなと・議会だより つなぐ」がアプリで読めます

　 自治体広報紙がスマートフォンで手軽にご覧いただける、無料アプリ『マチイロ』へ「市報さかい
みなと」と「議会だより つなぐ」を配信しています。
　アプリのダウンロードは、ＱＲコードを読み取るか、『マチイロ』で検索してください。

　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。 

　※広告が表示されますが、境港市とは何ら関係ありません。

　※『マチイロ』は、株式会社ジチタイワークス（☎092-716-1404）が作成しています。
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informationinformation

日
曜
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
金
未
払
い
、

労
働
時
間
、
有
給
休
暇
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
労
働
問
題
全
般
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
が
応

対
し
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
で

き
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
完
全
予
約
制

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
米
子
市
末
広
町
２
９
４
）

▼
申
込
期
限　

　

２
月
22
日
（
火
）
午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り
（
県
労
働

委
員
会
）

　
　

☎
０
１
２
０
‐
77
‐
６
０
１
０

連
合
全
国
一
斉
集
中

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

安
心
し
て
働
い
て
い
ま
す
か
？

　

連
合
鳥
取
は
「
な
ん
で
も
労
働
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
、
雇
用
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
働
く
み
な
さ
ん

の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の
解
決
に
向

け
、
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
お
こ
た

え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

２
月
24
日
（
木
）
〜
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２

※
実
施
期
間
以
外
で
も
、
相
談
は
随

　

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

連
合
鳥
取

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
６
０
５

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
「
生
涯
現
役
求
人
」
を
中
心

に
お
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
木
曜
日

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会　

㏌　

プ
ラ
ン
ト
５
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
職
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
お
仕
事
の
事
な

ら
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

◇
３
月
８
日
（
火
）、
22
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
土
曜
日

　

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

市内の企業・生産者の皆さまへ

令和４年度ふるさと納税の「お礼の品」を募集します
　ふるさと納税で寄附いただいた寄附者には、寄附額に応じて地元の特産品等の「お礼の品（返礼

品）」を選んでいただき、進呈しています。

　農水産物・加工品、伯州綿製品など境港市の魅力をＰＲする返礼品は、パンフレットに掲載して

前年度寄附者にご案内するとともに、インターネット上（境港市ふるさと納税サイト等）にも掲載

しますので、自社商品を全国にPRする機会ともなります。

▼募集対象となる返礼品

　本市をＰＲできる商品または役務で、地場産品基準（総務省告示）に沿ったもの。

▼返礼品提供期間　

　4月1日から来年３月３１日までの寄附に対し、提供します。

▼応募資格

　◇境港市内に本店、営業所のいずれかがあること

　◇「境港市小規模物品及び役務等契約希望者登録」に登録していること

▼応募方法

　申込用紙に必要事項を記入し、商品画像データなどを添付して提出してください。詳細について

は募集要項・留意事項をご確認ください。

　※募集要項や申込用紙等は、市ホームページからダウンロードできます。

　　●https://sakaiminato.tax-furusato.jp/index.php?view=4935

▼応募期限

　２月２８日（月）午後５時

　※期限を過ぎても随時受け付けていますが、パンフレットへの掲載はできません。

▼応募・問い合わせ先

　地域振興課　企画係　☎４７－１０６７

Web
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聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日（１９日を除く）　午前９時～正午

※大人は必ずマスク着用をお願いします。また、新型コロ

　ナウイルス感染症が感染拡大した場合は、中止します。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　２月１５日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　２月生まれの誕生会

　　　　　歌、おはなし会、身体計測、手形、足形など

▼定　員　１３組

▼申込期間　２月２日（水）～１４日（月）

【幼児食講習会～おいしく楽しく食べるために～】

▼対　象　1歳から３歳までの親子

▼と　き　２月２２日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　・幼児食をおいしく食べるためのおはなし

　　　　　・調理のデモンストレーション

▼定　員　１３組

▼申込期間　２月２日（水）～１６日（水）

【メディア学習会】

▼対　象　０歳から３歳までの乳幼児と保護者

▼と　き　３月２日（水）  午前１０時３０分～１１時

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　メディア学習会

▼テーマ　「メディアに頼りすぎない子育て」

▼定　員　１３組

▼申込期間　２月４日（金）～２２日（火）

【おたのしみ会】

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　３月８日（火）・９日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　親子でおたのしみ会を楽しみましょう

　　　　　歌、おはなし会、ダンス、手あそび

　　　　　職員の出し物

▼定　員　各日１３組

▼申込期間　２月１６日（水）～３月４日（金）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　　　　　※２月第1週は、２日（水）に開催

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
【ＯＰＥＮ　ＤＡＹ】※事前申し込み不要

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　２月２２日（火）午前９時３０分～１１時

▼内　容　開放日、園内見学、保育園についての質問

　　　　　や子育て相談に応じます

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくはお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期

となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

入学通知は届きましたか
　今年４月にお子さんが小・中学校に入学する保護者に「入

学通知書」をお送りしました。

　次に該当する場合は、お問い合わせください。

◇入学通知書が届いていない。

◇入学通知書の記載事項に誤りがある。

◇転居あるいは指定外の学校に入学する予定である。

▼問い合わせ先　教育総務課　学事係　☎４７－１０８５

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９
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☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  2 月  8 日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和3年 7月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
会場
　保健相談センター

  3 月  1 日（火）
  3 月  8 日（火）

令和3年 8月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  2月17日（木） 令和2年 7月生まれの幼児

  3月23日（水） 令和2年 8月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  2月24日（木） 平成30年 11月生まれの幼児

  3月10日（木） 平成30年 12月生まれの幼児

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和３年３、６、９月の人は、

　２月２８日（月）が申請期限ですので、ご注意く

　ださい。

　　また、令和３年７月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和３年９～１１月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和３年６～８月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和３年３～５月 出生月の９～１１カ月後

両親学級
※要事前申し込み

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もOKです。

▼と　き　３月１２日（土）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分 

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼主な内容　

①絵本の読み聞かせ

②デモキッチン！料理実演で紹介します♪

③助産師による赤ちゃんのお風呂デモンストレーシ

　ョン

※予定より内容を一部変更しています。

▼申込期限　３月１０日（木）

※託児あり（申し込みの時にお知らせください。）

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用

　でご参加ください。また、体調不良の場合は、参

　加の見合わせをお願いします。

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館※

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館※

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館※

毎月第４金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※23日はお休みします

10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

※市民図書館休館にともない、３月からは、地域子育て支援センター「ひまわり」で、午後２時３０分～３時５分に開催します。

29　令和４年２月



市民図書館　☎４７－１０９９
◆開館時間
午前９時３０分～午後６時３０分

　【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末
◆ホームページアドレス
http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物

　長い期間、休館となるため、図書館のサービスは以下のようになります。
◇貸　出　　通常通りの貸し出し（一人１０冊まで）は２月２８日（月）までです。
　　　　　　3月からは、境港市民図書館では本を借りることができなくなります。
　　　　　　ただし、
　　　　　　★3月以降も市内公民館に置いてある図書館分館の本を借りることはできます。
　　　　　　　・1人 5冊まで、貸出期間2週間以内　
　　　　　　　　（本の借り方は、各公民館でお尋ねください。）
　　　　　　　・公民館主事が不在の時は借りることができません。
　　　　　　　　（土・日・祝日、平日午後５時１５分以降など）　
　　　　　　★他市町村の図書館も利用できます。
　　　　　　　・境港市民が利用できる図書館～鳥取県西部の市町村図書館、島根県松江市、安
　　　　　　　　来市（利用する場合は、それぞれの図書館で利用登録が必要です。）
◇返　却　　休館中は図書館玄関横のブックポストに返却してください。
　　　　　　※県内他図書館（県立図書館・市町村図書館・大学図書館等）の本については、２
　　　　　　　月２８日（月）までに、カウンターで返却をお願いします。
◇予　約　　市民図書館の本については、２月２８日（月）までの受け付けとなりますが、２月
　　　　　　２８日（月）までに本を渡すことができない時は、７月１０日（日）以降の貸し出
　　　　　　しとなります。そのため、予約数の多い本の場合、状況をお伝えし、予約をするか
　　　　　　どうかを決めていただきます。
　　　　　　※県内他図書館（県立図書館・市町村図書館・大学図書館等）の本は予約できません。
　　　　　　※県立図書館「市町村利用者Web」での予約で受け取った本については、２月
　　　　　　　２８日（月）までに、カウンターで返却をお願いします。

　利用者の皆さんにはご不便やご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

市民交流センターの建設に向けて㉑

　利用者から、「市民交流センターは何階建てですか」
とよく聞かれます。実は、３階建てなのです。（一般
の人が利用できるのは２階までですが。）ホールの緞
帳を収納するために高くなっており、一番高いところ
で２８．８ｍあります。２月以降も、図書館部分を含
め全体の工事は、内装の工事が続きます。関係者の皆
さん、寒い日が続きますがよろしくお願いします。

３月１日（火）から７月９日（土）まで休館します

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

　２月１９日（土）

　３月　５日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

お忘れなく！
 国民健康保険税（８期）　　　　後期高齢者医療保険料（８期）
 介護保険料（６期）
　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は ２月２８日（月） です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します

市報さかいみなと　30



－境港市の人口－
　　男　：16,091人（＋ 14）

　　　女　：17,187人（＋ 1）
　　合　計：33,278人（＋ 15）
　　世帯数：15,326世帯（＋10）

　※令和３年12月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　２月１０日（木）
　３月１０日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　２月　４日（金）
　３月１１日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　２月　９日（水）
　３月　９日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　２月１８日（金）
　２月２５日（金）
　３月　４日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　２月１７日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 　３月　８日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　２月２８日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

2月 10日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会 
①ディープ・パープル「24カラット」　
②谷山浩子「ねこの森には帰れない」

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

2月 11日（金）
～21日（月）

フォトクラブ・フィッシュアイ作品展
海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

写真展のみ
無　料

2月23日（水・祝）
MUSIC ENCOUNTER
「私の町の小さな演奏会」

文化ホール
14：00～
16：00

鳥取県文化振興財団   
☎ 0859－ 38－ 5127

一般 2000円
18歳以下無料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/

31　令和４年２月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。

　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。

　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育って
ね☆

市ホームページの
応募フォームから
ご応募ください。

ＱＲコードが読み取れない場合

https://www.city.sakaiminato.lg.jp/

index.php?view=110567

森
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太 ちゃん

（令和３年９月２日生）（渡町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

お父ちゃんとお母ちゃんを幸せに

してくれてありがとう！だいすき！

野
のぐち

口 晴
せいしろう

心良ちゃん

（令和３年１１月４日生）（米川町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

かわいい晴心良くん。

生まれてきてくれてありがとう！

□材料（４人分）
◇はまちのみりん干し　　４切（1切４０ｇ程度）

◇米粉　　　　　　　　　４０ｇ（１／３カップ弱）

◇いりごま　　　　　　　１２ｇ（小さじ４）

◇水　　　　　　　　　　５０ｇ（１／４カップ）

◇揚げ油　　　　　　　　適量

　利休揚げは、日本食の揚げ物のひとつで、「利久揚げ」とも

書かれます。魚や肉の切り身、しいたけや高野豆腐などにごま

をまぶし、油で揚げた料理です。利休揚げの「利休」とは、戦

国時代から安土桃山時代に商人・茶人として活躍をした「千利

休（せんのりきゅう）」の名前からついたと、言われています。

名前の由来は諸説あり、千利休が、料理にごまをよく用いたこ

とからついたと言われたり、千利休が愛用していた茶器が、“ご

ま模様”であったことから料理に名前が用いられたと、言われ

たりしています。

　はまちのみりん干しは、そのまま焼いてもおいしいですが、

今回、学校給食ではごま入りの天ぷら衣をつけて油で揚げたこ

とで、ごまのさくさくとした食感が楽しめる一品となりました。

みりん干し以外にも、塩味やしょうゆ漬けなど、いろいろな味

付けの魚に合う調理方法です。ぜひ、ご家庭にある魚でお試し

ください。

□作り方
①　米粉、いりごま、水を混ぜ合わせ、天ぷら衣を作る。

　　やや固めの衣になるように、水は調整しながら入れる。

②　はまちのみりん干しに、①の天ぷら衣をつける。

　　（ポイント）　

　　　　味付きの魚は、焦げやすいため、①の衣を切り身全体

　　　にまんべんなく付けておくことが、大切です。

③　１７０℃に設定した天ぷら油で、４～５分揚げる。

はまちの利休揚げ

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112

利休はまちの利休揚げ

   27学校給食レシピ学学今月
の


